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Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ク
ラ
ブ
の
認
証
書
を
受
け
取
る
高
杉

医
師
こ
左
）
＝
高
知
人
医
学
部

こボランティア組織結成

　
国
際
医
療
援
助
団
体
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
テ
ム
ダ
）
」
　
（
本
部
＝
岡
山
市
）
を

草
の
根
で
支
援
し
よ
う
と
、
高
知
人
医
学
部
の
医
師
ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
知
ク
ラ
ブ
」
を
発
足
さ
せ
、
三
十
一
日
、
南
国
市
岡
豊
町

の
同
医
学
部
で
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
ク
ラ
ブ
は
神
奈
川
県
鎌
倉
市
に
次

い
で
全
国
二
ヵ
所
目
。
ク
ラ
ブ
長
の
高
杉
尚
志
医
節
目
目
小
児
思
春
期
医
学
教

室
＝
は
「
医
療
関
係
者
に
限
ら
ず
、
一
緒
に
活
動
し
た
い
方
、
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
参
加
を
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
小
川
一
路
）

　
高
杉
医
師
は
、
同
教
室

教
授
の
脇
口
宏
・
医
学
部

長
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
苛
波
茂

代
表
が
岡
山
大
の
同
級
生

だ
っ
た
縁
で
骨
法
代
表
と

知
り
合
っ
た
。
昨
年
八
月

に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
運
営
す

る
ネ
パ
ー
ル
の
子
ど
も
病

院
を
見
学
。
「
少
し
で
も

支
援
し
よ
う
」
と
高
知
大

付
属
病
院
の
小
児
科
病
棟

な
ど
で
有
志
を
募
っ
た
と

こ
ろ
、
医
師
や
看
護
師
ら

十
数
人
が
賛
同
し
、
四
月
一

に
高
知
ク
ラ
ブ
を
立
ち
牛

げ
た
。

　
こ
の
日
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
小
地
形
和
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
が
、
高

杉
医
師
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ク
ラ

ブ
の
認
証
書
を
手
渡
し
た

後
、
「
救
え
る
命
が
あ
れ

ば
ど
こ
へ
で
も
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。

　
中
国
・
西
川
大
地
震
や

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
サ
イ
ク
己

ン
災
害
の
救
援
活
動
で
は

　
「
現
地
で
医
療
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
組
織
し
、
被
災
直

後
か
ら
活
動
を
始
め
ら
れ

た
の
は
、
過
去
の
さ
ま
ざ
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ま
な
活
動
を
通
じ
て
現
然

に
人
脈
が
あ
る
か
ら
こ

そ
」
と
強
調
し
た
。

　
高
知
ク
ラ
ブ
は
今
後
、

ク
ラ
ブ
紙
の
発
行
や
募
金

箱
の
設
置
、
勉
強
会
の
開

催
、
学
生
と
の
巡
携
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
高
杉

医
師
（
電
話
０
８
８
・
８

８
０
・
２
３
５
５
、
Ｅ
メ

ー
ー
ル
に
町
ｇ
兵
｛
（
蓼
ｏ
呂

← a ●

斤
目
・
右
）
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

　
１
９
８
４
年
に
設
立
さ
れ
た
非
政
府
組
織

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
。
海
外
2
9
力
国
と
神
奈
川
・
兵

庫
ふ
禰
の
各
県
に
支
部
を
持
ち
、
戦
争
や

災
害
の
被
災
地
に
医
師
団
を
派
遣
す
る
な
ど

の
緊
急
医
療
支
援
と
、
医
療
や
保
健
衛
生
、

生
活
環
境
の
向
上
と
い
っ
た
長
期
的
な
支
援

を
柱
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
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